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「学位申請論文」投稿の手引き

「学位申請論文」について

　「学位申請論文」は,「慶懸医学」に掲載されたThesis

である.学 位を取得する目的でThesisを 提出す ること

は国内外を問わず広 く行われている.「慶慮医学」では,

従来の 「原著」論文にThesis的 要素 を入れた論文を

「学位串請論文」として掲載することにより,学 位取得

のための論文に関 し,申 請者の便宜をはか った.「学位

申請諭文」の設置に伴い,「原著」論文は学位取得をか

ならずしも目的とせず,む しろ一般的な原著論文として

取 り扱われる.「学位申謂論文」は日本語を原則 とす る

が英語での投穐も受付ける(英 文投稿規定を希望する者

は事務局に申し出ること).「学位中請論文」についての

留意点を以下に説明する.

1.学 位取得の十分条件ではない.

　「学位申請論文」に受理された後に行われる学位審査

等の手続きは,原 著論文による場合と同様に行われる.

「学位申講論文」の設置は,学 位審査にっいての手続 き

を変更するものではない.

2.二 匝投稿が回避できる.

　「学位申請論文」 は原著論文ではないので,そ の内容

の一部あるいはすべてが,他 誌(使 用言藷を問わない)

にすでに出版されているか,あ るいは印刷中であっても

二重投稿にはならない.

　また,「学位申請論文」に使用 した内容を他誌へ投橘

することも許されるが,「 学位申請論文」の主たる内容

は,著 者が中心 となって行 った研究で既発表(印 刷中を

含む)の ものとする.

　また,「学位申請論文」の基礎 となった既発表の原著

論文は,将 来,他 者の 「学位m　 論文」 として二重に使

用することはできない.

　他誌へ投稿する予定のない原稿 は,「 慶慮 医学」 の

「原著」として投稿されることをお薦めする.

3.プ ライオリティーを主張することはできない.

　「学位申請論文」は論文検索のデータベースか らは除

外される可能性がある.「学位申請論文」を著者の業績

リス トに記載する場合は,原 著論文とは別にして,学 位

申請論文と明記すべきである.

諭文作成上の注意

　「学位申請鵠文」 は,申 請者が ファー ス トオ ーサ ーで

ある論文を まとめて,Thesisと して作 成 された もので

あ る.

　 論文作成」二の注意 としては,従 来の 「慶懸医学」投稿

規定 を 範 と し,論 文 作成 上 の 注意 の う ち,2.表 題,

3.Key　 Word,6.項 目の記述,7.考 察 の内容,8.結 論 ま

たは総括,9.見 出 しの振 り方,10.外 国 語,且2.図 表 の

名称,14.文 献,15.略 号,16.単 位,符 号について は同

様 に注意 されたい.「 学位 申請論文」 が従 来の投稿娩 定

と異 なる注意点 のみを以下 に記載す る.

　 1.原 縞 につ いて:表 紙 ペ ー ジ右上 に.「f位 申請 論

文」 と記載 する こと.英 文での タイ トル ・著者 名 ・所 属

は不 要で ある,さ らに,「 学位申請論 文」 の内容の一 部

あるいは全 部が,す でに原著 と して他誌 に印刷巾,あ る

いは出版済 みの場合 は,他 誌の別 刷(2部),も し くは

印刷中 であることを証 明す る書類を添付す ること.

　 4.英 文 抄録(A8STRACT)は 不 要 である.

　 5.緒 冒 について:「 学 位申請 論文」 が 「原 著」論 文

よ りもThesisに 近 い性質 であ る ことを踏 まえ,「 原著」

論文以上 に研究 の背 景につ いての十分 な説明が必要 であ

る.

　 11.図 表(写 真)に ついて:掲 載す る図表 は オ リジ

ナルの外,す でに原 著 と して,他 誌 に印刷中,あ るいは

出版済 みの論 文か ら引用 して用 いること.こ れ ら図 表の

主要 な部分 は学位 申請者が,フ ァース トオーサーまたは

主 たる貢献者 であ る論文か ら引用す ることが必要 で,か

っ版権 に関 する許可 を出版社 より得 た もの に限 る.出 版

社 に転載許可 を求 め る轡式 は編集部 に申請 されたい.こ

れ らの場合(印 刷 中,印 刷済み)に は,当 該論文 の一部

あるいは全 部が,学 位中請者の学位 申ailoRA文と して使 用

され ることにつ き,共 著者の承認が必要で ある,こ の書

式 も編集部に申請 されたい.た だ し,学 位 申請者 がフ ァー

ス トオーサーでない場 合に は,学 位 中請者が その論 文の

主たる貢献者 であ ることを証明す る共著者の署 名 も必 要

である.こ れ らの書 類への記入 はで きる限 り手書 きを避

ける こと.

　 引用 した図 表を用い る場合,各 図表の説明文 の最終 部

分 にお いて,次 の様式によ って出典を明 らかにすること.

英 文例;(Keio　 T　et　al:Nature　 690:76-77,1994の

Fig且 を 許可を得て転 載),和 文例:(慶 晒 太郎,他:内

科,87:Biz-118,1994の 第2図 を許 可 を得 て転'載),

ま た,こ れ らの図表,デ ータの うち学位 申請者 が ファー

ス ト才一サ ーでな い論文 か ら引用 した場 合に は 「図X

は(箒 頭著者氏名)の 論文か ら引用 したが,こ のデータ

に関 しては学位申請者がその主たる貢献者であり,共 著

者の同意を得て転載 した」旨を謝辞の最後に記載するも

のとす る,
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　図表は印刷に耐えうる鮮明な原図を用いること.図 表

に関する注意点は,投 稿規定に基づ くものとする.

　 13.謝 辞について:通 常の謝辞に続 き,段 落を変え

て、次の形式で 「学位申請論文」に含まれる論文をP己載

すること.な お,本 項目に記載された論文を,「慶晒医

学」の 「学位申請論文」のために他の申請者が再使用す

る こ と は で き な い,「 本 論 文 は,Keio　 T,　Yotsuya　 M,

Shinana　 O:The　 initial　 vibrations　 of　the　 first　heart

sound.　 Lancet　 22:345-349,且992の 一 部,　 Keio　 T,

Link　 GK:Bacteria　 in　relation　 to　plant　 diseases.　 N

Engl　 J　Med　 573:34-38,1993の 一 部,お よ び 慶 慮 太

郎,田 中 一 郎,山 田 二 郎:膠 原 病 の 成 因.内 科,87:

112-118,1994の 一 部 を 含 む.」

　 14.文 献 に つ い て:「 学 位 申 講 論 文Jの も と と な っ た

原 著 論 文 を 本 文 中 で 必 ず 引 用 し,文 献 リ ス ト に の せ る.

　本来,研 究はオりジナルなものであり,研 究者はそれ

を発表することが当然の務めである.「学位申請論文」

は学位申請のためのThesisで あり,本 来の意味での論

文ではない.し たがって,「 学位申請論文」の内容が一

般の学術誌に発表されたものと同 じであることは当然で

あろう.「慶晒医学」では,オ リジナルな研究は 「学位

申請論文」 に先立 って他誌へ投稿 し,受 理 された後に

「学位申請論文」 として投稿されることを原則 と考えて

いる.

　「慶悪医学」では原著も掲載 しているので,「慶慮医学」

への発表をもって研究を終了し,他 誌へ投稿する意志の

ない方は 「原著」としての投稿を選択されることをお薦

めする.

　なお,ご 不明の点については事務局に問い合わせて下

さい.

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2002年5月)
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